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備前市におけるケアキャビネット
試験運用の取組

岡山県備前市

医療福祉連携課 榮 研二

備前市の人口と高齢化率
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棒グラフは平成１７年の人口を１００としたときの指数、折れ線グラフは高齢化率
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高

齢

化

率
（（％
）

40,241人

37,839

37,839人 35,179人



2

医療資源 人口１０万人あたりの病床数
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全国 県南東部 備前市

出典：地域医療情報システム（日本医師会）

（2016年10月現在）

介護資源 ７５歳以上１千人あたりの介護サービス資源
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出典：地域医療情報システム（日本医師会）

（2016年6月現在）
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備前市のケアキャビネットの取組

・備前市のケアキャビネットは後発

・１つの医療機関のモデル事業から展開

・iPadの貸し出しとともに普及推進
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ケアキャビネット試験運用に取組んだ背景

・在宅医療・介護連携は市区町
村が主体で推進（介護保険法
改正）

（エ）在宅医療・介護関係者の
情報の共有支援

国

・ICT教材の学校教育への導入
・市民の情報リテラシーの向上

区会（町内会）、民生委員、消防
団員等にタブレット iPad を貸与

備前市

・ケアキャビネット普及拡大のた
め介護事業所は当面実質無料

・晴れやかネットは iPad に対応
(iOs)

岡山県
「ＩＣＴ」の情報共有
備前市でできるかも

試験運用（まずは小さなグループから）

市内の多職種と連携して地域の医療・介護ニーズに対応

・デイケアセンター

・訪問診療

・わかくさ居宅介護支援事業所

・わかくさ訪問看護ステーション

・わかくさ訪問介護ステーション

医療法人草加草仁会 草加勝康理事長に協力を依頼

在宅部門

草加病院



5

情報共有ツールに関する説明会等の開催状況

開催日 内容 対象 説明者 ID登録数

2016. 2.10
ＩＣＴを用いた医療・介護の情報共有につ
いて 
（デモ機による操作体験） 

医師以外の多職種 
・岡山県医療推進課 
・晴れやかネット事務局 
・両備システムズ 

－ 

5.23 〃 医師及び多職種 〃 － 

8. 9 ケアキャビネット運用講習 草加病院 
・晴れやかネット事務局 
・両備システムズ 16

11.21 〃 吉永病院 〃 14

2017. 1.11 〃 開業医・多職種 〃 17

2.28 〃 個別 ・晴れやかネット事務局 1

3.24 〃 〃 ・両備システムズ 1

5.25 〃 開業医・多職種 
・晴れやかネット事務局 
・両備システムズ 4

6.26 〃 多職種 ・両備システムズ 5

晴れやかネット（ケアキャビネット）の利用にかかる経費

医師・歯科医師・薬剤師 介護事業所

医療情報の開示・閲覧（基本機能） ◎ ×

ケアキャビネットの利用 ○ ◎

経

費

VPN設置料 有料（入会金に含む） 無料

VPN使用料 有料（月会費に含む） 無料

サーバー利用料 有料（月会費に含む） 無料

※新規参入の意思のある医療機関へ、介護事業所との差を少しでも縮めるため、独自に
医師の入会金に対する補助（上限15万円）制度を創設 （2016年10月～）
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「グリーングラス」のユーザー数・参加事業所数の推移
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職種の内訳

ユーザーアンケートの意見（医師を除く）

利 点 改 善 が 必 要

・画像の共有ができる
・薬剤の指導内容がタイムリーに分かる
・医師の診察等の情報が役立つ
・他の職種が訪問した際の処置内容がわかる

・起動、反応の遅さ
⇒SIMの限界、wifi環境の推奨

・他のシステムや帳票と二重に入力する手間
・内容を公的な記録として認められないか
・アップする情報の有用性の評価が必要
・情報共有シートを活用すべき（医療系）

ユーザー23名の「役立つ感」と「負担感」の平均スコア：2.9

（”同じくらい”を３として１～５の間で点数化）


